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業績概要

２０２１年度
通期実績

２０２２年度
通期実績

前年比

増減 ％

売上高 ４０４.５ ４５４.６ ＋５０.１ ＋１２.４

営業利益 ２０.８ ２９.４ ＋８.７ ＋４１.７

営業利益率 ５.１％ ６.５％ ― ―

経常利益 ２５.５ ３５.８ ＋１０.３ ＋４０.６

親会社株主に帰属する当期純利益 １９.５ ６.５ ▲１３.０ ▲６６.８

為替レート(期末) １ＵＳ＄＝円 １２２.３９ １３３.５３ ― ―

（単位：億円）

➤ 売上高 ４５４.６億円 前年比 ＋５０.１億円 自動車関連向けを中心に大きく増加
➤ 営業利益 ２９.４億円 前年比 ＋８.７億円
➤ 経常利益は、円安による為替益 ５.２億円を計上したことにより増加
➤ 親会社株主に帰属する純利益は、顧客の民事再生手続き開始の申し立てに伴う取引先
関連事業損失２０億円を特別損失に計上したことにより大きく減少
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営業利益の増減要因（対前年実績）
（単位：億円）

2021年度実績
営業利益

その他
為替変動

売上増

品種構成

2022年度実績
営業利益
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製品別売上高

２０２１年度
通期

２０２２年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

モジュール
１９９.３ ４９.３ ２４９.５ ５４.９ ＋５０.２ ＋２５.２

電子部品デバイス
（抵抗器等）

１３６.０ ３３.６ １３１.９ ２９.０ ▲４.１ ▲３.０

電子部品デバイス
（センサ等）

５５.８ １３.８ ５９.９ １３.２ ＋４.１ ＋７.３

金型・機械設備 ６.８ １.７ ７.６ １.７ ＋０.８ ＋１２.２

その他 ６.６ １.６ ５.６ １.２ ▲１.０ ▲１４.７

合計 ４０４.５ １００.０ ４５４.６ １００.０ ＋５０.１ ＋１２.４

➤ 自動車向けモジュールが大きく伸長

（単位：億円）
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2021年度
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2022年度

通期

空欄

その他

金型・機械設備

電子部品デバイス

(センサ等)

電子部品デバイス

(抵抗器等)

モジュール

売上高 ２４９.５億円 前年比 ＋５０.２億円
売上高 １９１.８億円 前年比 ±０億円

モジュール
電子部品デバイス
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市場別売上高
➤ 自動車 売上高 ２８６.７億円 前年比 ＋５０.６億円

中国の都市封鎖および半導体の供給制約継続の影響を受けたものの全体としては好調
➤ 情報・通信機器 売上高 １１.２億円 前年比 ▲１５.２億円

巣ごもり需要の一巡により需要低迷
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通期
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その他

情報・通信機器

家電機器

産業機器

自動車

（単位：億円）

２０２１年度
通期

２０２２年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

自動車 ２３６.１ ５８.４ ２８６.7 ６３.１ ＋５０.６ ＋２１.４

産業機器 ４７.６ １１.８ ６１.９ １３.６ ＋１４.３ ＋３０.０

家電機器 ３５.４ ８.８ ３４.３ ７.５ ▲１.１ ▲３.１

情報・通信機器 ２６.４ ６.５ １１.２ ２.５ ▲１５.２ ▲５７.７

その他 ５９.０ １４.６ ６０.５ １３.３ ＋１.５ ＋２.５

合計 ４０４.５ １００.０ ４５４.６ １００.０ ＋５０.１ ＋１２.４
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貸借対照表
➤ 総資産は、現金及び預金や棚卸資産の増加を主因に２,０２０百万円の増加
➤ 負債は、借入金の増加を主因に８６３百万円の増加

・部材調達難に伴う部材確保

・親会社株主に帰属する
当期純利益 ＋６４７
・剰余金の配当 △３７６
・アジア通貨高円安による
為替換算調整勘定 ＋７２６

２０２１年度 ２０２２年度 増減

流動資産 ２７,８５８ ３０,１３２ ＋２,２７３

現金及び預金
受取手形及び売掛金
棚卸資産

７,００６
１１,０６５
７,９１７

８,０５２
１０,０６４
１０,０２１

＋１,０４６
△１,００１
＋２,１０３

固定資産 １３,１００ １２,８４７ △２５３

資産合計 ４０,９５９ ４２,９７９ ＋２,０２０
流動負債 １４,８２７ １５,８０３ ＋９７６

支払手形及び買掛金
短期借入金

７,４９１
４,６１７

７,７３７
５,６９０

＋２４５
＋１,０７３

固定負債 １０,１８１ １０,０６８ △１１２

負債合計 ２５,００８ ２５,８７２ ＋８６３

純資産合計 １５,９５０ １７,１０７ ＋１,１５７

負債・純資産合計 ４０,９５９ ４２,９７９ ＋２,０２０

（単位：百万円）

➤ 純資産は、
１,１５７百万円の増加
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キャッシュ・フロー
➤ 営業ＣＦ 利益及び減価償却等により増加
➤ 投資活動ＣＦ 主に固定資産の取得による支出
➤ 財務活動ＣＦ 主に借入金の純増

２０２１年度 ２０２２年度 増減

営業活動による
キャッシュ・フロー

△９０９ ６２９ ＋１,５３８

投資活動による
キャッシュ・フロー

△１,０６４ △１,０４５ ＋１９

フリーキャッシュ
フロー

△１,９７３ △４１６ ＋１,５５７

財務活動による
キャッシュ・フロー

２３ ７７３ ＋７４９

現金及び現金同等物
の期末残高

５,４０４ ６,２５３ ＋８４８

（単位：百万円）

△ 909

629

△ 1,064 △ 1,045

△ 1,973

△ 416

△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2021年度 2022年度

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
フリーキャッシュ・フロー
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２．２０２３年度 通期業績予想（２０２４年３月期）

・事業環境
・業績予想
・営業利益の増減要因（対前年実績）
・製品別売上高
・市場別売上高
・設備投資額/減価償却費/研究開発費
・株主還元
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２０２２年度
◇ 世界経済
・エネルギー価格高騰や為替変動、インフレの進行など、不安定な経済環境が継続
・各国インフレ進行に対する金融政策、欧州におけるエネルギー供給懸念、中国ゼロ
コロナ政策と規制緩和による経済活動への影響など、景気回復は停滞基調

◇ エレクトロニクス市場
・自動車生産は、中国都市封鎖や半導体供給制約の影響により伸び悩み
・年後半はスマホやパソコンの需要減など、民生機器の生産は弱含みで推移

２０２３年度
◇ エレクトロニクス市場
・前半：スマホやパソコンなどの民生機器の需要低迷、半導体設備投資の一服など、

厳しい需要動向が続く
・後半：半導体不足の緩和による自動車生産の回復、 ｘＥＶ市場の成長加速、ＩＴ機器

の需要回復などを見込む

11

事業環境
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事業環境 ２０２３年度の補足①
➤ 年前半は厳しい市況を想定しているが、半導体不足の緩和による自動車生産の回復や
５Ｇ、脱炭素関連での需要増大などにより引き続き電子部品需要の増加が見込まれる。

・年前半は中国スマホの調整長期化や巣ごもり特需の
反動などにより民生機器向け需要は軟調推移

・自動車向けは半導体不足の緩和による生産回復や
ｘＥＶ、ＡＤＡＳ/自動運転技術の高度化、コネクテッド
化に伴う部品搭載点数の増加などにより需要増

・５Ｇ関連の需要増大や脱炭素、省エネ関連での新た
な需要創出 など

引き続き成長継続が見込まれる

出典：ＪＥＩＴＡ「2022.12 電子情報産業の世界生産見通し」

83,446 95,569 104,106 108,456 

153,015 
182,307 

206,005 215,687 

236,461 
277,876 

310,111 324,143 

2020年

実績

2021年

実績

2022年

見込み

2023年

見通し

【電子部品の世界生産見通し】

日系企業生産額 海外企業生産額

18%

12%

5%
13%

19%

4%9%15%

5%

（単位：億円、対前年比伸び率：％）

２０２３年電子部品の世界生産見通し
３２４,１４３億円、前年比 ５％
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デジタルイノベーション市場向けＩｏＴ機器（世界）

13

事業環境 ２０２３年度の補足②
➤ ＤＸ市場は、デジタルイノベーション市場を中心にＩｏＴ機器の伸長が続く

出典：ＪＥＩＴＡ「2022.12 電子情報産業の世界生産見通し注目分野に関する動向調査」

ＩｏＴ機器の需要額見通し（世界）

２０２１年 ２０２５年 ２０３０年

ＩｏＴ機器 １５,９２７ １６,３６８ ２０,４１０

内、デジタルイノベーション市場 ４,２７５ ５,５７１ ９,５６４

（単位：億ドル）

※デジタルイノベーション市場
ＷＥＢ３.０/ブロックチェーン、量子コンピューティング、
メタバース、クラウド/エッジコンピューティング、
５Ｇ/Ｂｙｏｎｄ５Ｇ(６Ｇ)、ＡＩ・データ解析、
サイバーセキュリティ
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業績予想
➤ 売上高 ４３６.０億円 前年比 ▲１８.６億円

年前半は、顧客在庫調整や民生機器の電子部品需要の低迷が続く見通し
年後半にかけて、自動車生産の回復や民生機器の需要回復を見込む

➤ 営業利益 ２３.０億円 前年比 ▲６.４億円

２０２２年度
通期実績

２０２３年度
通期予想

前年比

増減 ％

売上高 ４５４.６ ４３６.０ ▲１８.６ ▲４.１

営業利益 ２９.４ ２３.０ ▲６.４ ▲２１.８

営業利益率 ６.５％ ５.３％ ― ―

経常利益 ３５.８ ２２.０ ▲１３.８ ▲３８.６

親会社株主に帰属する当期純利益 ６.５ １７.０ ＋１０.５ ＋１６２.５

為替レート(期末) １ＵＳ＄＝円 １３３.５３ １３０.００ ― ―

（単位：億円）
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営業利益の増減要因（対前年実績）
（単位：億円）

2022年度実績
営業利益

その他
為替変動 売上減

品種構成
2023年度予想
営業利益
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製品別売上高
➤ 主に産業機器向けモジュールが減少

（単位：億円）

２０２２年度
通期

２０２３年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

モジュール
２４９.５ ５４.９ ２３２.３ ５３.３ ▲１７.２ ▲６.９

電子部品デバイス
（抵抗器等）

１３１.９ ２９.０ １３０.０ ２９.８ ▲１.９ ▲１.５

電子部品デバイス
（センサ等）

５９.９ １３.２ ６２.３ １４.３ ＋２.４ ＋４.１

金型・機械設備 ７.６ １.７ ６.８ １.６ ▲０.８ ▲１０.９

その他 ５.６ １.２ ４.６ １.１ ▲１.０ ▲１８.３

合計 ４５４.６ １００.０ ４３６.０ １００.０ ▲１８.６ ▲４.１
0
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2022年度

通期

2023年度

通期

空欄

その他

金型・機械設備

電子部品デバイス

(センサ等)

電子部品デバイス

(抵抗器等)

モジュール

売上高 ２３２.３億円 前年比 ▲１７.２億円
売上高 １９２.３億円 前年比 ＋０.５億円

モジュール
電子部品デバイス
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市場別売上高

（単位：億円）

２０２２年度
通期

２０２３年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

自動車 ２８６.7 ６３.１ ２８４.０ ６５.１ ▲２.７ ▲１.０

産業機器 ６１.９ １３.６ ５１.０ １１.７ ▲１０.９ ▲１７.６

家電機器 ３４.３ ７.５ ３５.０ ８.０ ＋０.７ ＋２.０

情報・通信機器 １１.２ ２.５ ９.０ ２.１ ▲２.２ ▲１９.４

その他 ６０.５ １３.３ ５７.０ １３.１ ▲３.５ ▲５.８

合計 ４５４.６ １００.０ ４３６.０ １００.０ ▲１８.６ ▲４.１
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2023年度

通期

空欄

その他

情報・通信機器

家電機器

産業機器

自動車

➤ 自動車 売上高 ２８４.０億円 前年比 ▲２.７億円
年前半は顧客在庫調整を想定、年後半にかけて半導体不足の緩和に伴う生産回復を見込む

➤ 産業機器 売上高 ５１.０億円 前年比 ▲１０.９億円
特定顧客向けモジュールの機種終息による減少
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設備投資額/減価償却費/研究開発費

２０２１年度
通期実績

２０２２年度
通期実績

２０２３年度
通期予想

前年比

増減 ％

設備投資額 １２.２ ９.２ １４.０ ＋４.８ ＋５１.８

減価償却費 １０.７ １１.０ １１.３ ＋０.３ ＋３.１

研究開発費 １６.２ １４.３ １４.６ ＋０.３ ＋１.９

（単位：億円）

0

10

20

2021年度実績 2022年度実績 2023年度予想

設備投資額（単位：億円）

0

10

20

2021年度実績 2022年度実績 2023年度予想

減価償却費

0

10

20

2021年度実績 2022年度実績 2023年度予想

研究開発費
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株主還元
■基本方針 安定配当の継続と業績に裏付けられた成果の配分

２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度
予想

１株当たりの年間配当金 （円） ３０.００ ３０.００ ３０.００ ４５.００ ５５.００ ５５.００

１株当たりの当期純利益 （円） ９２.７０ ７９.２４ ５３.４７ ２３２.８９ ７７.３６ ２０３.０７
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55.00 55.00
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予想

【1株当たりの年間配当金】（単位：円）
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３．中長期ビジョン達成に向けた取組み（概要）

・中計経営計画２０２４：Ｐｌａｎ２０２４ 概要
・中期経営計画２０２４進捗① 経営目標
・中期経営計画２０２４進捗② 経営・事業戦略
・２０２４年度 売上目標達成に向けた取組み
・新製品 産業車両向けサブスク型 ＩｏＴサービス
・社会課題解決に向けた製品開発
・サステナビリティへの取組み
・カーボンニュートラルへの取組み
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中期経営計画２０２４：Ｐｌａｎ２０２４ 概要

２０２１年度までは事業の「新・選択と集中」活動を推進し事業基盤の強化に
努めてまいりました。
２０２２年度からは、これまでの活動をベースに、更にサステナビリティを意識
した事業展開や様々な社会環境変化（トランスフォーメーション）への積極対
応で事業のレジリエンスをより強化し、企業価値を一段と高めてまいります。

【経営成績の実績と将来目標】

【中期経営基本方針】
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２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

期初計画 実績 予想 目標

売上高 ４３０億円 ４５５億円 ４３６億円 ４６０億円

営業利益 ２３億円 ２９億円 ２３億円 ２８億円

営業利益率 ５.３％ ６.５％ ５.３％ ６.０％

ＲＯＥ ９.１％ ３.９％ ９.６％ １０.０％

期中平均為替レート
１ＵＳ＄＝円

１１８.００ １３５.５８ １３０.００

22

中期経営計画２０２４進捗① 経営目標
➤ ２０２２年度は、自動車関連向けを中心に大きく増加、円安による増収増益効果あり
➤ ２０２３年度業績予想 売上高 ４３６億円、営業利益 ２３億円、営業利益率 ５.３％
➤ 最終年度２０２４年度の目標達成に向けて「経営・事業戦略」を着実に実行していく

２０２６年度

構想

５３０億円

４０億円

７.５％

－
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➤ 経営目標である２０２４年度売上高 ４６０億円、営業利益率 ６％、ＲＯＥ １０％の達成を

確実なものにするための取組みを推進中。

中期経営計画２０２４進捗② 経営・事業戦略

経営・事業戦略 取組状況

コア事業の強化

・新技術(新製品)、新顧客、新分野への「３Ｎ」販売拡大活動を推進中

・アセアンの生産体制を強化
拡充：タイ、マレーシア 進出検討：インドネシア、ベトナム

マーケティング強化
と事業推進

・戦略市場マーケティング部を新設し、活動強化

・脱炭素、ＥＶ化やＤＸ関連の製品開発を推進中

経営基盤の強化
・コンプライアンス体制、リスクマネジメント体制を強化

・サステナビリティ委員会を新設、重要課題への取組み加速
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➤ 主力製品は、自動車、産業機器などの成長分野を中心にバランスよく伸長展開
➤ 重要トレンド市場である自動車市場では、環境対策車向けの売上比率を拡大

２０２２年度 ６３％ （５％） ➡ ２０２３年度 ６５％ （７％） ➡ ２０２４年度 ６４％ （８％） ※（ ）内は環境対策車

２０２４年度 売上目標達成に向けた取組み

250 232 225 

132 130 152 

60 62 64 

455 436 460 

0
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2022年度

実績

2023年度

予想

2024年度

中計

空欄

その他

金型・機械設備

電子部品デバイス

(センサ等)

電子部品デバイス

(抵抗器等)

モジュール

（単位：億円） 【製品別売上高】

287 284 294 

62 51 46 
34 35 37 
11 9 15 
61 57 68 
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情報・通信機器

家電機器
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自動車

（単位：億円） 【市場別売上高】
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➤ 産業車両の位置や稼働情報、危険運転を検知するサブスク型のIoTサービス

新製品 産業車両向けサブスク型 ＩｏＴサービス

クラウドを利用したIoTのアプリサービス
≪主な機能≫
１．位置情報の取得 ４．緊急通報による通知監視
２．稼働情報の取得 ５．１～４の履歴情報等の取得（クラウドに蓄積）
３．危険運転操作情報の取得

【 産業車両用専用端末 】
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社会課題解決に向けた製品開発

無線通信ネットワークシステムヤマシスト（ＹＡＭＡｓｓｉｓｔ）

・見守り、農業・気象観測などをサポート
・太陽電池と４２９ＭＨｚ特定小電力無線
モジュール搭載
・各種センシングに適したコンパクト設計

・登山者の位置、通過情報を検知
・事故や災害時にスマホ圏外でも
救助を求めたり、検索が可能

社会課題解決に寄与するセンシングソリューション製品の開発加速
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サステナビリティへの取組み
➤ 当社における重要課題を特定の上、サステナビリティへの取組みを加速
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カーボンニュートラルへの取組み

目標：２０３０年度ＣＯ２排出量 ４６％削減 （２０１７年度実績比）

２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた取組みを段階的に進めていく

削減目標

４６％

ＣＯ２排出量 削減目標

再エネ等
削減分

省エネ
削減分

目標
排出量

■取組み状況
①再生可能エネルギーの導入
・国内拠点は、２０２２年７月から再生可能
エネルギーへ一部切替え済。
ＣＯ２排出量 ２０２２年度実績 ５７％削減
・課題は、海外拠点を含めたグローバル
での目標達成であり、中長期的テーマ
と して検討中。

②省エネ取組みを継続推進中
・生産設備の電力削減（生産効率化、製造条件見直し）
・省エネ設備機器への更新、変圧器の統合・更新 など

朝日電子（株）
太陽光発電システム

とやま未来
創生でんき
証明書

かがやき
ＧＲＥＥＮ
証明書
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本資料に記載されている業績見通しにつきましては、本資料作成時点において入
手可能な情報に基づいて当社が作成したものでありますが、経済環境や変動の激
しいエレクトロニクス市場動向の変化など、様々な要因により実際の業績とは大きく
異なる結果となる可能性があります。
そのため、本資料の業績見通しや目標数値等に全面的に依拠することはお控えく
ださるようお願いいたします。なお、本資料の利用の結果生じ得るいかなる損失に
関しても、当社は一切責任を負いません。
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